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を測定する方法等によって行われている｡しかし､成層圏畢超高層の大気に比べてエアロゾル密度が高

く､その変動が激しい対流圏においては､エアⅢゾルの影響による透過率の補正を行わなければならな

いため､高精度な大気子息度分布の測定は困難である｡

そこで我々は､XeCは卑シマレーザレザを周いて､レ一首ブイ及びミー散乱の弾性散乱成分と､窒素分子

のラマン散乱の非弾性散乱成分の2波長の同時測定を行い､エアロゾルの影響による透過率の補正を加
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慧波長同時測定による信号の強度比から､ミ-散乱及びレ-リィ散乱の体積後方散乱係数βnle(R)と

βr魯蝣00亀･こよって､各高度における散乱比h(再の空間分布が次式で奪えられる｡

的(R)=　β　,(R)i　β㌢ '(R) (1)

こ:･ノ　　　　　∴　　　∴�"'-;,"-　-"�"--.' ",＼-･∴--ニ:こ.:∴　蝣!o s･　ノー　　言　に:､三人-c芸ことによって､

β　,(R)だけを含む次のレ-ザレ-ダ方程式が導かれる｡

P(R) =　抽針8m(陀)/陀2‡ ex雄 2S旦h(Rタ) 令 (1+U)S2> β　サ(R') dRタコ　　　(2)

ここで､ r=β㌢8y相打改印､ S雀はエアロゾルの散乱パラメ←タ(αmie/βm;e)､ S2は大気の散乱パラメー

タ(8｡53)､ u= (机/Å陀)櫓である｡上式を解くことにより､その網は次式で与えられる｡

β㌢amflO =　X(R) / KX(Rc)/βr勿(Rc)>+

) R;(

ir){ 2S苫h(R夕) 令 (l+u)S2> dR'コ　(3)

ここで､ X(r)=P(R) ⑳R2であるO　この解は､K3eもも苫)及びFerna盲d 2)等がミ-散乱法に対して求めた解

をラマン散乱法に拡張し灸ものであり､遠方(Re)に境界集件を設定することにより､安定な解が得られ
る｡

求めた解よりNCR) =　β ,(R) / (拍/dQ)を開いて密度解N(R)が得られ､地表からの気圧分布を仮

定し気体の状態方程式T(R)=P/(N(R)｡ Ro/桐　によって大嵐濃度の空間分布が求められる｡
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ならない｡そのため実際のSほの違いによる誤差が生じるが､この値は散乱比h(R)が小さいほど減少す

る｡同じ皿アロゾル豊に対してh(R)はレーザ波長が短くなる程小さな値となるため､紫外域ユキシマレ
ーザを用いることは有効であると思われる｡
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3｡実験結尾

実験は､出力80両のXeC等ユキシマレ-翠(308nm)と直径30cmの集光鏡を周も､て行った｡受信光は

..iv,;'.こ/.*.･汀JifTJjこ','､･;､ミ/¥y･-V-*二ノ二'一�"--,一-言い.TJ予こ:Jj､-.x-,lて'ノ一･二ミ･-:㍗;'-L;七､て

示J,;∴二､才二一二十､し･∴ii;'-'''.'Il.一十1‥､.､ラLIジ.---J蝣∴･-.､∴､.

せンプルレート20nsタ記憶容豊卑098words)で碩質したo

F'●､､工､:･i!'jijl;�".�"十!:.上二に∴7'X-*さ･一三二豆言.I調'.主と雫:I:'j二･､∴二十::二｡

は上空に行くにしたがい小さな値となっており､澄んだ大気状態となることが分る｡また密度解NCR)

は､高度旦200mに境界条件を設定して求めた｡減衰補正をしないときくSi=O)は大きく標準大気からずれ

ているが､S王=75と仮定したときには標準大気モデルとほぼ一致L,た｡
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高度400mで±iK､且200mで±5Kであった｡

生_ま_と過

紫外域で高感度化なエキシマレーザレ-ダを用い､ラマン散乱及びレ-リィ(ミ-)散乱の2波長同
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